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増林の「埋
うめ

堀
ぼり

」巡検――今から三百年前は「千間
せんげん

堀
ぼり

」だったーー 4.6 ㎞ Ｈ２６・５・２５（日） 

案内者 加藤幸一 

１．新方領
にいがたりょう

堀改修記念碑 

「新方領堀（にいがたりょうぼり）」とは、新方領に流れる堀という意味で、現在では「新方川（にい

がたがわ）」と呼んでいる。地元では「千間堀（せんげんぼり）」とも呼ばれる。文字上の意味は千間の

長さの堀、つまり、とても長い堀という意味であろう。 

この碑の正面には「新方領堀改修記念碑」と刻まれている。裏面は「新方領堀改修工事概要」と刻ま

れ工事の概要が記録されている。それによると「本川ハ幅員狭隘 河床隆起シテ 疎水充分ナラス」、つ

まり、新方領堀（新方川）は、川幅が狭く、川底も浅く、水の流れが悪い。さらに「豪雨ニ際シテハ沿

岸耕地ノ湛水被害激甚ヲ極メ」、つまり、大雨が降ると、川の水が周辺地域にあふれ、耕地に溜まった水

が引けずに大きな被害を受けてきたのである。それを新方領堀の改修によって「湿田変シテ美田トナリ」、

つまり、やっかいだった湿田が美田に変わったというのである。昭和８年（１９３３）のことである。 

本川である「新方領堀」の改修範囲は、「南埼玉郡川通村（かわどおりむら）大字大戸（おおと）中野

堀 大貫堀合流点ヨリ 下流同郡増林村大字中島 中川合流点」までである。 

さらに支川として「会ノ堀（あいのぼり）」の改修も行われた。「会ノ堀」の改修範囲は、南埼玉郡武

里村（たけさとむら）大字備後 武徳川掛樋ヨリ 下流同郡桜井村大字大泊（おおどまり）新方領堀合

流点」までである。 

これら改修は川幅の拡張や川底の浚渫の他に、橋を架けたり、掛樋を掛けたり、伏越や排水の樋管を

改修したりもした。 

増林地区の新方川の架橋に関することは別紙資料「江戸時代の増林村の千間堀に架かる橋」を参考に

してください。昭和初期の増林地区の架橋について触れています。 

２．道標付き庚申塔（前波
ぜんなみ

） 

「道標付き庚申塔」と「青面金剛

像庚申塔」の二基は、元はこれより

西方の掛樋堀と県道が交差する南側

角にあった。この角地には、かつて

は「清涼院（せいりょういん）」と呼

ばれた寺院があった。 

この近辺で、現在も庚申講が行わ

れている。かつては庚申の日ごとに

実施されていたが、現在は毎年二月

の庚申の日のみに限定し、地元の十

軒の家が講中を組織して夕方から十

時頃にかけて庚申講を続けている。 

道標は、県道野田街道を北に進む

と野田、南に進む大相模の不動尊に

通じていることを示している。 
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３．清凉院（せいりょういん）墓地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 庵主（あんじゅ）とは女性の僧侶をさすことが一般的である。清凉院の女性住職の供養塔であろう。 

 

４．宮の道 

せんげん堀に架かる宮野橋から浅間神社（現、護
もり

郷
さと

神社）に通じる古道で、お宮（浅間神社）に参拝

する時に使われた小道である。 

 かつて神社を維持する費用として「宮田（みやた）」と呼ばれた田んぼが増林６７６－１の今井家から

増林７７０の戸張家に至る用水と土手道に挟まれた地域に広がっていて、収穫物の米や野菜を浅間神社

の祭礼である六月三十日に毎年奉納されていた。 

 

５．浅間神社（現、護郷神社） 

 浅間神社が大正二年（１９１３）に周辺のいくつかの神社を合祀して護郷神社と改称して今日に至る。 

この神社の入口に上組（かみぐみ）の庚申塔があったが、現在は増林３７１１の今井家に移されている。 
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６．福寿院跡 

この墓地に、天正六年（１５７８）の山王二十一仏板碑があったが、現在

は所在不明となっている。このあたりで庚申講が江戸時代以前から行われて

いたのであろうことを示す貴重な史料であった。別紙「増林に残る庚申講」

（尾川芳男著）を参照のこと。 

 また、向かって右の弘法大師像石仏のそばにおいては、明治の廃仏毀釈で

廃寺となった時、経文などが入れられた屋根付き石箱が土中に埋められたと

いう。平成十三年三月に山本泰秀氏によって地面を掘り、石箱を確認したが、

中身は残念ながら土と化していた。 

 

７．上組（かみぐみ）の庚申塔 

８．椎の木組の庚申塔 

 上記の上組、椎の木組では、今でも庚申講がみられる。別紙「増林に残る庚申講」（尾川芳男著）参照。 

 

９．林泉寺 

①「新六阿弥陀二番」、越谷地域の「六阿弥陀参り」の１つ 

 林泉寺は、越谷地域の六阿弥陀参りの１つである。六阿弥陀参りとは、阿弥陀如来を安置している６

カ所の寺院を春と秋の彼岸に巡拝する信仰である。江戸の町で盛んに行われた。この越谷地域でもそれ

をまねて、「新六阿弥陀参り」として行われた。一番から六番まであげると次の通りである。 

一番 天嶽寺（越ケ谷、推定）、二番 林泉寺（増林）、三番 源光寺（松伏町）、四番 林西寺（平方） 

五番 安国寺（大泊）、六番 清浄院（大松） 

②駒止の槇（こまどめのまき） 

 徳川家康が当地へ鷹狩りに来た時に馬をつないだという伝えが残る槇である。 

「駒止めの槇」は、越谷市指定の天然記念物となっている。 

 

③子安（こやす）観音 

 林泉寺は、かつては「子安観音」の寺院として有名で、多くの参拝客がみられた。その子安観音像は、

現在は本堂向かって左側手前の観音堂に安置されている。観音様の御開帳は毎年４月の第三日曜日に行

われている。今年は十二年に一度の観音様の午年にあたる。 

 なお、江戸時代の子安観音の道標が現在、増林の前波の水神社に残っている。 

 

④徳本行者の名号塔 

 徳本行者とは、宝暦八年（１７５８）の紀伊国（和歌山県）の生まれで、念仏を広め活躍した浄土宗

の代表的な念仏僧。各地に独特の書体による名号塔が多く残されている。 

 林泉寺にある名号塔は、徳本行者が没した文政元年（１８１８）の翌年のものである。徳本行者の独

特の書体による名号と花押（サイン）が刻まれている。徳本行者の徳を慕って広範囲の地域の多くの人々

によって建立され、林泉寺の当時の隆盛がうかがえる。 

⑤増林のお茶屋御殿跡 
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 越ケ谷御殿が、越ケ谷の現在の御殿町に御殿が置かれる以前は、徳川家康は、増林のお茶屋御殿を利

用していた。その増林のお茶屋御殿はどこにあったか、二つの説がある。一つは、林泉寺説、もう一つ

は増林の城之上（しろのうえ）説である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．八幡河岸 

 八幡河岸とは、そばに八幡神社があったので、このように名付けられた。現在は八幡神社はなく、木々

が残り、空き地となっている。 

 

１１．ケヤキ並木 

 増林の古利根川沿いに越谷市斎場を設置するにあたって、斎場に通じる道路を新たに作った。その時

に増林３６２０の関根家（地元ではかつて「関根大尽」と呼ばれた）の敷地内に道路がかかり、関根家

のケヤキが残されたものである。 

 

１２．新開堀 

御料堀は、かつては現在（弥栄一丁目と二丁目の境）より北に流れて、せんげん堀（新方川）の下を

くぐり、そのまま新開堀につながっていたという（鈴木進志氏）。その新開堀はさらに大吉を流れ、逆川

の下をくぐって増林に出て、古利根川に流れ注いでいる。 

 また、新開堀の古利根川よりには、ハンノキ林と埼玉県の蝶ミドリシジミがみられる。以下は越谷市

環境保全課・河川課が建てた看板の解説文である。 

「ハンノキは、河原や田んぼの畦道などの低湿地に多く、越谷市の代表的な原風景をかたちづくる樹木

です。ミドリシジミは、初夏の夕方に美しい羽をキラキラと輝かせながら、ハンノキ林を飛び回る蝶で

す。成虫が羽を広げたときの大きさは約４センチ、幼虫はハンノキの葉を食べて育ちます。この場所は、

ミドリシジミが舞う豊かなハンノキ林になることを願って整備しました。」 

 

１３．増林河岸（源左衛門河岸、げんぜむ河岸）跡 

 地図４を見よ。源左衛門とは増林３５００の平野家のことで、「ゲンゼム様」とも呼ばれた。 
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１４．大吉（おおよし）の香取神社 

 かつて、ここに大吉村の鎮守である香取神社があった。その名残として、かつての入口の両側に大木

が２本残っている。 

 別紙「大吉村の稲荷社」を参照のこと。当時の大吉村の香取社の絵は出ていないが、川に突き出た香

取社の境内地の部分と逆川や現在の寿橋に相当する重ね土橋が描かれている。 

 

１５．増林の前波（ぜんなみ）の水神社 
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笹原組の庚申塔 上組の庚申塔 

増
林
に
残
る
庚
申
講 

尾 

川 

芳 

男 

 

庚
申
講
に
つ
い
て 

庚
申
と
は
（
か
の
え
さ
る
・
こ
う
し
ん
、
六
十
日
毎
）
干
支
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
日

は
、
人
の
腹
の
中
に
三
尸
（
さ
ん
し
）
と
言
わ
れ
て
い
る
虫
が
隠
れ
て
い
て
そ
の
人
の
過

失
を
知
り
、
庚
申
の
夜
に
人
の
睡
眠
中
に
天
に
昇
り
、
そ
の
罪
悪
を
告
げ
る
の
で
、
罪
悪

を
告
げ
さ
せ
な
い
為
に
睡
眠
を
と
ら
ず
に
一
晩
中
起
き
て
い
る
と
い
う
道
教
の
教
え
が
由

来
で
す
。 

増
林
の
上
組
地
区
の
庚
申
の
日
に
庚
申
様
を
祀
っ
て
徹
夜
す
る
庚
申
講
を
紹
介
し
ま
す
。

江
戸
時
代
の
風
習
が
形
を
変
え
て
は
い
ま
す
が
、
現
代
ま
で
残
っ
て
い
る
の
は
と
て
も
珍

し
い
よ
う
で
す
。 

地
元
で
は
「
庚
申
講
」（
こ
う
し
ん
こ
う
）
の
こ
と
を
、
言
葉
を
短
く
し
て
「
庚
講
」（
か

の
え
こ
う
）
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
今
で
は
訛
っ
て
「
か
な
い
こ
う
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
日
は
悪
い
子
供
が
出
来
る
と
困
る
か
ら
夫
婦
の
仲
を
断
ち
切
る
よ
う
に
と

の
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。 

 庚
申
講
が
何
時
頃
の
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
か
？ 

こ
の
あ
た
り
の
庚
申
講
は
何
時
頃
か
ら
行
っ
て
い
る
か
解
り
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代
以

前
ら
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
根
拠
は
、
こ
の
上
組
地
区
の
墓
地
で
あ
る
福
寿
院
跡
に
、
庚
申
待
板
碑
で
あ
る
「
山

王
二
十
一
仏
板
碑
」
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
す
。 

高
さ
80
㎝
、
幅
40
㎝
で
、
そ
の
板
碑
の
年
号
は
天
正
六
年
（
西
暦
一
五
七
八
年
）
二

月
と
あ
り
（
「
越
谷
市
金
石
資
料
集
」
、
現
在
は
所
在
不
明
）
、
こ
の
頃
に
こ
の
あ
た
り
で 

       

既
に
庚
申
待
の
行
事
が
行
わ
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
約
四

五
〇
年
も
経
た
現
在
も
庚
申
様
を
守

り
祀
っ
て
い
ま
す
。 

次
の
写
真
は
上
組
に
あ
る
江
戸
時

代
の
庚
申
塔
で
す
。
下
部
の
台
石
に

は
庚
申
塔
の
造
立
に
協
力
し
た
講
の

人
た
ち
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

祀
り
の
形
式
は
古
老
か
ら
の
言
い

伝
え
に
よ
る
と
、
明
治
時
代
ま
で
は

朝
ま
で
寝
ず
に
起
き
て
い
て
、
そ
の

後
は
時
代
と
と
も
に
徐
々
に
変
化
し

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
五
穀
豊
穣

や
家
内
安
全
の
た
め
に
講
が
催
さ
れ

て
き
た
よ
う
で
す
。 

 

庚
申
講
の
数
と
戸
数
は
？ 

上
組
地
区
で
最
初
は
笹
原
講
か
ら

始
ま
り
、
そ
の
後
椎
の
木
講
・
中
妻

講
・
上
組
講
に
別
れ
て
４
つ
の
講
と

な
り
現
在
も
別
々
に
祀
っ
て
い
ま
す
。

笹
原
講
か
ら
分
か
れ
た
の
は
明
治
時

代
と
の
こ
と
で
す
が
そ
の
資
料
等
は

未
確
認
で
す
。
各
講
と
も
多
数
の
家

が
庚
申
講
に
入
っ
て
い
た
そ
う
で
す

が
家
庭
の
都
合
等
で
徐
々
に
減
り
、

現
在
で
は
各
講
と
も
５
～
８
軒
位
の

家
で
祀
つ
り
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

(

中
妻
講
は
現
在
８
軒
） 

 

写
真
は
笹
原
組
（
講
）
、
椎
の
木
組
（
講
）
、
中
妻
組
（
講
）
の
江
戸
時
代
の
庚
申
塔
で

す
。 

 

増林上組の 

山王二十一仏板碑 

（「金石資料集」 

60 頁から引用） 



 

 

中妻組の庚申塔                椎の木組の庚申塔 

中妻組の掛け軸 

何
処
で
祀
り
が
行
わ
れ
た
か
？ 

笹
原
講
で
は
当
番
制
で
約
２
ケ
月

（
60
日
毎
）
の
持
ち
回
り
で
地
区
の
集

会
所
に
集
ま
り
庚
申
様
（
掛
け
軸)

を
祀

り
、
か
つ
て
は
タ
方
か
ら
朝
ま
で
飲
食

を
し
な
が
ら
四
方
山
話
で
過
ご
し
た
よ

う
で
す
。 

後
に
夕
方
か
ら
午
後
10
時
頃
や
12

時
頃
に
な
っ
て
か
ら
も
行
わ
れ
て
き
た

集
会
所
が
昭
和

38
年
に
取
り
壊
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
当
番
宿
に
移
り
、
そ

の
後
、
護
郷
神
社
（
旧
称
、
浅
間
神
社
）

の
社
務
所
で
祀
り
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
平
成
18
年
に
従
来
の
講
を
解
散

し
て
、
当
番
宿
の
み
で
庚
申
様
の
祀
り

事
を
行
い
、
次
の
当
番
宿
に
庚
申
様(

掛

け
軸)

が
申
し
送
り
と
な
り
ま
し
た
。 

 

中
妻
講
で
も
笹
原
講
と
同
様
に
当
番

制
で
、
当
日
は
当
番
宿
に
集
ま
り
夕
方

か
ら
午
後
10
時
～
12
時
頃
ま
で
庚
申

様
の
祀
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
５
・

６
年
前
か
ら
現
在
の
笹
原
講
と
同
様
に

当
番
宿
の
み
で
祀
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

昔
は
、
講
の
宿
に
あ
た
っ
た
家
で
は
、

そ
の
日
に
餅
を
つ
い
て
、
庚
申
様
に
お

供
え
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。 

他
の
講
に
つ
い
て
も
同
じ
様
に
祀
り

を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 飲
食
に
つ
い
て
は
？ 

中
妻
講
で
は
７
種
類
の
お
か
ず
を
お
膳
に
用
意
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

１
…
生
も
の 

魚
（
鮭
・
他
の
魚
） 

２
…
て
ん
ぷ
ら 

時
期
の
野
菜
類 

３
…
お
ひ
ら 

切
コ
ン
ブ
・
は
ん
ぺ
ん
・
ち
く
わ
（
汁
な
し
） 

４
…
豆
類 

う
ず
ら
豆 

５
…
煮
し
め 

は
す
・
サ
ト
イ
モ
・
に
ん
じ
ん
・
コ
ン
ニ
ャ
ケ
竹
の
子" 

６
…
と
り
ま
し 

大
皿
（
さ
つ
ま
あ
げ
・
キ
ン
ピ
ラ
・
お
新
香
） 

７
…
フ
ラ
イ 

カ
ツ
・
コ
ロ
ッ
ケ 

当
番
宿
の
都
合
で
何
月
何
日
に
開
催
す
る
事
を
決
め
て
、
他
の
家
々
に
周
知
し
な
が
ら

お
米
を
家
々
毎
に
３
合
ず
つ
集
め
ま
す
。
当
番
宿
で
は
、
７
種
類
の
お
か
ず
を
作
り
、
お

客
さ
ん
に
お
も
て
な
し
を
し
ま
す
。
お
酒
は
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
（
お
酒
を
飲
む
講
も
あ

る
）
。
そ
の
他
の
経
費
は
す
べ
て
当
番
宿
の
負
担
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

招
か
れ
た
お
客
は
、
ご
飯
と
味
噌
汁
、
そ
れ
に
お
膳
に
あ
る
大
皿
の
「
と
り
ま
し
」
の

み
を
お
か
ず
に
し
て
食
事
を
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
お
か
ず
は
講
が
終
わ
る
と
各
自
家
に

持
ち
帰
り
ま
し
た
。 

他
の
講
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
で
す
。 

 

祀
り
の
手
順
は
？ 

中
妻
講
の
当
番
宿
で
は
庚
申
様
の
掛
け
軸

を
床
の
間
に
飾
り
、
掛
け
軸
の
前
に
線
香
た

て
を
用
意
し
ま
す
。 

現
在
の
中
妻
講
の
掛
け
軸
（
左
の
写
真
参

照
）
は
「
日
月
清
明
庚
申
」（
じ
つ
げ
つ
せ
い

め
い
こ
う
し
ん
）
と
書
か
れ
、
昭
和
十
四
年
の
も
の
で
す
。 

お
客
様
は
当
番
宿
に
訪
問
し
て
の
最
初
の
挨
拶
の
「
お
め
で
と
う
ご
さ
い
ま
す
」
か
ら

始
ま
り
、
掛
け
軸
の
前
で
線
香
を
２
本
上
げ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
お
茶
（
笹
原
講
や
椎
の
木

講
で
は
お
酒
）
で
献
杯
し
て
懇
親
会
に
入
り
ま
す
。 

飲
食
を
し
な
が
ら
四
方
山
話
し
て
、
決
め
ら
れ
た
時
間
が
く
れ
ば
お
開
き
と
な
り
、
後

日
、
次
の
当
番
宿
に
掛
け
軸
を
申
し
送
り
し
ま
す
。 

以
前
は
「
当
番
帳
」
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
所
在
不
明
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
当
番
帳
」
に
は
、
庚
申
講
が
開
か
れ
る
ご
と
に
、
日
時
・
当
番
宿
・
経
費
や
稲
の
出
来

具
合
、
一
俵
の
米
の
値
段
な
ど
の
諸
々
の
事
を
記
載
し
て
い
た
そ
う
で
す
。 

最
後
に
時
間
を
さ
い
て
お
話
を
し
て
頂
い
た
今
井
基
善
さ
ん
・
今
井
利
男
さ
ん
・
小
菅

未
子
さ
ん
、
お
忙
し
い
所
ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

聞
き
取
り
当
日
（
平
成
二
十
六
年
二
月
二
日
、
午
前
中
）
に
、
加
藤
幸
一
氏
・
秦
野
秀
明

氏
に
同
行
し
て
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
お
、
庚
申
塔
の
図
版
は
、
加
藤
幸
一
氏

作
成
の
も
の
で
す
。 



 



 



元
荒
川
流
域
絵
図
―
是
よ
り
千
間
堀
― 

 

解
読 

加
藤
幸
一 



 



 

迅速図にみる千間堀筋の資料、秦野秀明氏作成（２０１４年５月２９日、加藤幸一受け取る） 



 



 


